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１ 研究の概要 

１．1研究背景・目的 

近年、まちのにぎわいを創出するものに対し道路占用許

可を特例として認めるといったことのように公共空間の利

活用のニーズが高まっている。そもそも、「みち」は多くの

活動が溢れ、人々の交流が生まれる場所であった。昔に比べ、

ご近所づきあいが少なくなってきた今、「みち」での活動は

地域の関わりを生み出すきっかけになりうる。 

また、「みち」はこどもにとって遊びの原空間の一つと仙

田は言う。（注１）車社会で交通事故の危険や、こどもが「みち」

で遊ぶ事を近所迷惑として捉える道路族の問題もあり、日

常的に「みち」で子供が遊ぶ事が出来る世の中ではない中、

まずイベントとしてみちあそびを行う事は、地域の中でこ

どもへの理解をしてもらい、こどもを地域で見守り、育てる

社会をつくる活動と言える。 

本研究はみちあそびの良さを見つけ、みちあそび実施に

あたっての課題や工夫を明らかにする事を目的とする。 

１． ２研究方法 

東京を中心にみちあそびを実施する団体を支援している

一般社団法人 TOKYO PLAY（以後 TOKYO PLAY）の役割

を明らかにし TOKYO PLAY と提携している団体がみちあ

そびを行った「みち」をその「みち」に接する建物用途の特

徴から分類し、それぞれの「みち」でみちあそびを実施した

みちあそびパートナー1 団体ずつに実施プロセスに沿って

ヒアリングと Google フォームのアンケート、実地調査を行

う中でみちあそびの良さ、課題や工夫を明らかにする。 

２ TOKYO PLAY の役割 

２． １みちあそびとは 

本研究ではみちあそびをTOKYOPLAYの掲げる誰もが通

る身近な｢みち｣で、大人も子どもも誰もが一緒に楽しめる

｢あそび｣を通して地域に住んでいる人が繋がる活動（注 2）と

する。 

２．２TOKYO PLAY について 

TOKYO PLAYは「すべての子どもが豊かに遊べる東京。」

というビジョンを掲げ、様々な活動を行っている。 

２．３とうきょうご近所みちあそびプロジェクトについて 

TOKYO PLAYの活動の一つでみちあそび活動に取り組む

パートナーを募り、実施を支援するプロジェクトである。み

ちあそびを実施する上での団体の関係性を図１に示す。 

２．４みちあそびパートナーに対する TOKYO PLAYの役割 

TOKYO PLAY はみちあそびパートナーが自ら動き、地域

の人と繋がる事、自分達で用意できるモノで実施する事が

大事と考えており補助的な役割を担う。また、行政に道路使

用許可を取りやすくなるように働きかける事、みちあそび

を広める事でみちあそびのしやすい社会を目指している。 

３ みちあそび実施場所の類型化    

３．１みちあそび実施の上で重要だと考えられる事の仮説 

 ２．４よりみちあそびは自分達で動く力を持っていない

と実施できないと思われ、実施できている団体はみちあそ

びの良さを感じ、みちあそびを通しての目標といった「熱意」

を持ち、実施場所を構成する要素となる「空間」や協力団体

の関係や各種手続きの申請といった「システム」に課題や、

それを乗り越える工夫があったのではないかと考えた。 

３．２仮説に基づく実施場所の分類 

「空間」の分析をするため、HP、SNS より実施の確認が

出来たみちあそびパートナー50 団体の実施場所を分類した。

（図 2）２．４より道路使用許可が「システム」上の課題で

あると考えられるので道路使用許可の必要な「住宅街」「商

店街」「みちあそびパートナーの施設前」「地域の施設前」で

実施したみちあそびパートナーにヒアリングを行った。 

４ 各実施場所で実施したみちあそびパートナーの事例 

ヒアリング、アンケート、HP の情報、現地調査で得た事

を「基本情報」「熱意」「空間」「システム」に分類し、表１

にまとめた。 

５ まとめ 

５．１「熱意」 

 表 1の B-②からみちあそびの良さはただ通りすがっただ

けでその場の雰囲気を感じられ、自由に参加出来る「みち」

の良さ、誰もが経験し、子どもに教えられるため参加と運営

みちあそび実施場所

50 団体 （複数場所で実

施している団体もある）

公共空間

「みち」

施設の敷地内空地

住宅街 （８団体）

商店街 （23 団体）

みちあそびパートナーの施設前 （3 団体）

地域の施設前 （5 団体）

緑道 （1 団体）

公園 （4 団体）

プレーパーク （3 団体）

学校 （2 団体）

寺社、 神社、 史跡 （3 団体）

広場 （2 団体）

市民の森 （1 団体）

駐車場 （3 団体）

団地内 （4 団体）

民間施設内空地 （2 団体）

公共施設内空地 （3 団体）

40 団体

15 団体

12 団体

図２ みちあそび実施場所の分類 

図１ TOKYOPLAYの支援と実施プロセスで生まれる関係性 

支援団体

TOKYO PLAY

実施団体

みちあそびパートナー 協力団体、 協力者

地元関係者、 住民

警察、 行政

①想いをまとめる
③場所を決める
④計画書を作る

⑤地域の人に相談する
⑥準備を進める
　　ご近所への挨拶

②仲間を集める

⑥準備を進める
　　道路使用許可等の手続き

準備、 当日のお手伝い、 協力

ガイドブック、 他の団体の実施報告の公開
広報協力、 各種手続きの資料作りの支援
備品の貸し出し、 当日の手伝い

⑥準備を進める
　　必要なものを揃える

実施プロセスの中で生まれる
関係性手続きの簡略化等の提言



の境界が曖昧になる「あそび」の良さ、準備段階、実施当日

も含め、地域の多くの人、団体を巻き込み、繋がれる地域イ

ベントとしての良さ、地域の子どもについて関わるきっか

けになり、子どもへの理解を生む機会になるこどもイベン

トとしての良さが挙げられる。 

５．２「空間」 

 空間はみちと面する建物に分け、みちは幅員と歩道の有

無を、面する建物はその用途を調べた。表 1の C-①の幅員

を見ると三団体では 4 メートル前後の一車線程の幅員であ

り、これは道路使用許可の基準である交通の妨害の程度が

小さい場所と考えられる。また、表 1の C-④より面する建

物に子どもに関わる施設、商店街があるとモノの貸し出し、

設備、施設内を使える等のメリットがある事が分かった。 

５．３「システム」 

D-①、⑤より協力者集め、必要なものを揃えるにはイベ

ントに慣れている普段地域の活動をする団体とおもちゃや

子どもへのノウハウがある普段子どもに関わる団体が協力

すると良いと考えられる。また、町内会の理解や行政の承諾、

行政の計画にみちあそびを盛り込む事が道路使用許可の基

準の一つである公益性の担保に繋がると考えられる。（D-④）

この事から、TOKYO PLAY のみちあそびのしやすい社会に

するため行政に提言する活動はみちあそびを理解してもら

い、行政がみちあそびを計画等で推進する、みちあそび実施

の際に後援してもらう事に繋がる活動と言え、4 団体とも

TOKYO PLAY の役割として・みちあそびのしやすい社会に

するための活動が重要としている事からもその活動の意義

が伺える。（D-⑥） 

５．４総括 

みちあそびの良さは誰でも参加しやすい「みち」という空

間の良さ、誰もが経験してきた事で運営と参加者の垣根を

越えてその場を一つにする「あそび」の良さであり、イベン

トとして行うみちあそびは一般的なみちあそびである自然

発生的に生まれるものより広い地域をつなぐ力がある。ま

た子どもの自由な発想を伸ばすと考えられる。このみちあ

そびの良さを感じ、一緒に取り組む地域の団体、子どもに関

わる団体が協力し、地域の理解を得て実施することが大事

だ。また、みちあそびの良さが社会的に理解されることが実

施のしやすさに繋がると考えられ、そのためには今実施で

きている団体が歯車を回す事、TOKYO PLAY が社会に活動

を広める事が大事だろう。 
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表１ 4団体のヒアリング内容の分析 
case1
みちあそびパートナー A

case２
高学年の居場所づくりサークル~IBASHO

case３
NPO 法人ゆったりーの

case４
ゆしまごころ実行委員会

②実施場所 六角橋西町の住宅街 松陰神社通り商店街 ゆったり―の前 AEL 湯島前

③実施場所の分類 住宅街 商店街 みちあそびパートナーの施設前 地域の施設前

④主催 松陰神社通りのみちあそびプロジェクト

IBASHO

NPO 法人ゆったりーの ゆしまごころ実行委員会

⑤後援 ・ 協力など ［協力］ 子ども三來ネットワーク ［協力］ TOKYOPLAY　わかまつや　　
そとあそびプロジェクト ・ せたがや
国士舘大学西村研究室

その他各商店や地域の個人の方多数
［後援］ 世田谷区　世田谷区教育委員会

松陰神社通り松栄会商店街振興組合

若林町会　世田谷東町会

［協力］ TOKYO PLAY
北山伏町会　社会福祉法人アゼリア会　
あかね苑

［後援］ 新宿区 ・ 新宿区社会福祉協議会

民間学童クラブ AEL 湯島
湯島小 PTA　湯島ベーゴマまわす会
切通町会　天梅会　天一町会， 天二町会

天三町会、 同朋町会、 白梅商店会

A
基

本
項

目
B

熱
意

①みちあそびをはじめたきっかけ 第 4 期地域福祉保健計画の柱として 「子

ども支援」 が挙げられ、 その目玉企画と
してみちあそびを採用したため

コロナ禍で地域のイベントが出来なかっ

た時、 換気もできて人目につくイベント
として良かったから

当施設を施設周辺地域の方々に知っても

らう
多世代交流をしたかった

旧住民と新住民とが気軽に触れ合える場

づくりのため

六角橋自治連合会　支え愛プラン策定委
員会　六角橋地区社会福祉協議会　

六角橋西町自治協力会

②みちあそびの良さ

・ 自由に来て自由に出られる

・ 準備段階も含め、 みんなで考えみんな

で行うプロセスが良く、 地域の繋がりが

生まれ、 自分達でまちを良くするという

気持ちにさせる

・ 道はふらっと参加しやすいので卒園し

た子も参加できた

①団体の活動目的 地域の支援 子どもの支援 子育て支援 地域をつなぐ

・ 出入りが自由

・ 道というフラットな場所で思い思いに過

ごす中で参加者どうしの交流が生まれる

⑤必要なものの揃え方 ・ 普段子どもに関わる団体から遊び道具

を借りる

・ 普段子どもに関わる団体から遊び道具
を借りる

・ 商店会、 お店の人から借りる

普段から使っている遊び道具を使う ・ 普段子どもに関わる団体から遊び道具

を借りる

・ ガイドブックの公開

・ 企画書、 道路使用許可などの書類の作

成例を見せてもらえる
・ 物品の貸し出し

・ イベント実施時のお手伝い
・ セミナーの開催
・ みちあそびをしやすい社会にするため

の活動 （行政への提言など）

⑥みちあそびパートナー制度について

TOKYO PLAY の役割で重要な点、

助かった点

・ ガイドブックの公開

・ 企画書、 道路使用許可などの書類の作

成例を見せてもらえる
・ 物品の貸し出し

・ イベント実施時のお手伝い
・ セミナーの開催
・ みちあそびをしやすい社会にするため

の活動 （行政への提言など

・ ガイドブックの公開

・ 企画書、 道路使用許可などの書類の作

成例を見せてもらえる
・ みちあそびをしやすい社会にするため

の活動 （行政への提言など）

・ みちあそびをしやすい社会にするため

の活動 （行政への提言など）

・ みちあそびノウハウの共有。 他ではど
んなことをどんな方法で実現している、

など参考になる。

C
空

間
D

シ
ス

テ
ム

・ 多世代交流の場になる
・ 地域の活性化
・ 子どもを地域で育てる社会の実現
・ 子どもが社会のルールを学ぶ

・ 多世代交流の場になる
・ 地域の活性化
・ 子どもを地域で育てる社会の実現
・ 子どもが社会のルールを学ぶ

・ 多世代交流の場になる

・ 子どもを地域で育てる社会の実現

・ 多世代交流の場になる
・ 地域の活性化
・ 子どもを地域で育てる社会の実現
・ 子どもが社会のルールを学ぶ

・ 子育て支援施設があり、 当日の協力も

してもらいやすい

・ 店先空間に受付を置かせてもらえる

・ 商店街なので普段から人通りがあり、

地域の繋がりを作りやすい
・ 商店会、 お店からモノを借りる事が出

来る

①幅員 / 歩道の有無

④面する建物による特徴

①3.8ｍ/ なし

②4.8ｍ（私道 + 公道） / 私道が遊歩道
4.4ｍ/ 両側に白線のみ 3.8ｍ/ 片側に白線のみ 9.9ｍ/ 片側は白線のみ、 もう片側は段

差がありガードパイプ付き

②「みち」 の条件による特徴 幹線道路から一本外れ、 幅員が狭く、 車

通りが少ない

・ ガードパイプを利用してミサンガづくり

・ 迂回路の設定がしやすい

・ 施設の空地を利用してイスなどを置け

る

・ トイレが近く利用しやすい
・ 物の出し入れが容易で準備片付けがし

やすい

・ 一時休憩場所、 小さい子のおむつ替え

等の場所として室内を使える

・ 物の出し入れが容易で準備片付けがし
やすい

③面する建物 戸建住宅、 子育て支援施設、 動物病院 商店 中学校、 高齢者施設、 企業、 戸建住宅

子育て支援施設
マンション、 企業、 民間学童クラブ

自転車のための明快な迂回路の設定 幅員が狭く、 お互いに顔が見える空間で

滞留できる

①実施運営にあたっての協力者 （後援

も含める）

・ 普段から子どもに関わる団体と地域に

ついて活動している団体 （町内会） が一
緒に実施

・ 普段から子どもに関わる団体に地域に

ついて活動している団体 （町内会、 商店
会） が後援して実施

・ 子どもが運営にも参加し、 自分達がし

たいことを企画する

・ 興味を持ってくれた子どもを持つ親も

協力

・ 普段から子どもに関わる団体と地域に

ついて活動している団体 （みちあそびパ
ートナー） が一緒に実施

・ 普段から子どもに関わる団体に地域に

ついて活動している団体 （町内会） が協
力して実施

②初回実施時の道路使用許可の申請時

の警察の対応
複数回しぶられたが許可がおりた 複数回しぶられたが許可がおりた複数回しぶられたが許可がおりた複数回しぶられたが許可がおりた

③2 回目以降の道路使用許可の申請時

の警察の対応
2 回目の実施はまだない 1 回で申請の許可をもらえた 1 回で申請の許可をもらえた

他の場所で実施の際もスムーズ
1 回で申請の許可をもらえた

④道路使用許可をもらうための工夫 ・ 町内会に協力してもらう

・ お祭りで許可がおりた前例のある場所

を選んだ

・ 行政計画にみちあそびを位置付ける

・ 町内会に協力してもらう
・ 初回実施時はお祭りで許可がおりた前

例のある場所を選んだ

・ 町内会に協力してもらう・ 町内会に協力してもらう

・ 商店会に協力してもらう

④みちあそびを通しての目標 ・ 地域への愛着のある住民を増え、 地域

活動に参画する住民が世代を超えて増え
ることで、 地域活動が活性化する好循環

を生み出すこと

・ 子どもへの理解をしてもらい、 現在自

転車の通りが激しく危ない商店街で子ど
もと自転車が共存し、 放課後、 子ども達

が安心して歩け、 過ごせる居場所になっ

てほしい

明確な目標を立てていない ・ 旧住民と新住民の緩やかな融合

「みち」 の良さ

「あそび」 の良さ

地域イベント

としての良さ

子どもイベント

としての良さ

・ 運営側と楽しむ側の線引きが緩い

・ 地域の様々な団体がそれぞれが出来る

事を持ち寄る

・ 子どもへの固定観念を壊してくれた

・ 子どもは自由な発想を持っており用意

する遊びを拡げすぎなくても楽しめる

・ チョークで 「みち」 に絵を描いて良い
事は普段できないので子どもが好きなこ

とをやってもいいんだという気持ちにな

れ、 楽しめる

・ 子どもをきっかけに大人も知り合いが

増える

・ ふらっと立ち寄って参加してもしなくて
も良い

・ 昔を懐かしむ声が聞こえた

・ 色々用意したが、 何もなくても楽しめ
る大人と子どもが遊びを通して関わる

・ 屋台を呼ばなくても、 「みち」 があって
チョークがあれば楽しい

・ 遊びを教える事は誰でも出来、 参加者

と運営の線引きがあやふやになる

・ 手軽に行え、 子ども達を見守る良い雰

囲気が生まれる

・ お年寄りは遊んでいる子を見るだけで

も満足

・ 昔を懐かしむ声は聞こえた

・ 当日、 参加者が手伝いをしてくれた

https://playbourhood.tokyoplay.jp/top
https://playbourhood.tokyoplay.jp/top
https://ibashokodomo2019.wixsite.com/mysite/michiasobi
https://ibashokodomo2019.wixsite.com/mysite/michiasobi
https://juji-ya.amebaownd.com/
https://juji-ya.amebaownd.com/
http://www.yuttarino.org/
https://tokyoplay.jp/create/

